
本冊子は、避難所において障害の有無に関わらず、誰でも必要な情報を

取得できるようにするための環境づくりやコミュニケーションの工夫

などを紹介しています。誰もが安心して過ごせる避難所づくりのために、

ぜひご活用ください。

これは音声コード「Uni-Voice」です。

避難所でのコミュニケーションの工夫
－障害のある人も安心して過ごせる環境づくり－
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愛知県　手話言語・障害者コミュニケーション条例

愛知県は、2016年10月に「手話言語の普及及び障害の特性に

応じたコミュニケーション手段の利用の促進に関する条例

（手話言語・障害者コミュニケーション条例）」を制定しました。

脳からの指令で体を動かす神経が変
性し、徐々に筋力が低下していく病気
で、代表的なものに筋萎縮性側索硬化
症（きんいしゅくせいそくさくこうか
しょう /ALS）があります。
進行とともに医療的ケアが必要となり
ますが、物事を理解する能力は変わりま
せん。文字盤や視線入力装置などの意思
伝達装置を利用します。

様々な精神疾患により、幻覚や妄想、不
安、イライラ、憂うつ感、不眠などの症
状が現れます。
統合失調症やうつ病などがあります。

脳に損傷を受けることで、言語、記憶、
注意、遂行機能（計画を立てて行動する
力）等の認知機能に障害が生じます。
外見で分かりにくいのも特徴です。
失語症や記憶障害などがあります。

体のまひや体幹機能の障害のため、
移動や日常生活動作、姿勢の維持に不自
由があります。

きこえの程度は人によって異なります。
音はきこえていても言葉として理解す
ることが難しい人もいます。
補聴器や人工内耳のほか、手話、筆談、
要約筆記、読話、音声認識アプリなど、
様々な方法によりコミュニケーション
をとります。

脳機能障害のため、発達に偏りがあり、
日常生活や社会生活に困難があります。
障害の特性は人により異なります。
自閉スペクトラム症、学習障害、注意欠
如・多動症（ADHD）などがあります。

脳機能障害のため、知能の発達に遅れ
があります。
考えたり、覚えたりすることに時間が
かかります。

視覚と聴覚の重複障害のことで、見え
方やきこえ方により、全盲ろう、盲難
聴、弱視ろう、弱視難聴の４種類があり
ます。
手のひら書き、触手話、指文字、点字、指
点字、音声などによりコミュニケーション
をとります。

全く視力がない「全盲」だけでなく、
視力が弱い・視野が狭いなど、見えに
くい「弱視」も含まれます。急な明るさ
の変化への対応が困難な人もいます。
点字や拡大文字、視覚補助具、音声など
によりコミュニケーションをとります。

視覚障害視覚障害 聴覚障害聴覚障害

肢体不自由肢体不自由
盲ろう盲ろう

神経難病による運動障害神経難病による運動障害

知的障害知的障害

発達障害発達障害

精神障害精神障害

高次脳機能障害高次脳機能障害

さまざまな障害の特性
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・的確な意思表示が難
しいため、支援者が
そばにいないと、コ
ミュニケーションが
難しくなる。

・医療機器やコミュニ
ケーション機器には
電源が必要なため、災
害時の停電が心配。

・人混み、大きな音、強
い光などに敏感で、
強いストレスを感じ
やすい人もいる。

・環境の変化に不安や
抵抗を感じる人もいる。

・自分の気持ちを伝え
たり、相手の気持ちを
読み取ったりするこ
とが苦手で、避難所
での生活をためらう
ことがある。

・アナウンスがあっても、
自分に関係しているこ
とに気づきにくい。

・自分から情報を得るこ
とが苦手な人もいる。

・漢字や難しい表現を
苦手とする人もいる。

・段差や坂道、人混み
が移動の妨げとなる。

・言語障害があると、
慣れた人にしか意思
伝達ができないため、
つい我慢してしまう。

・文字や音声による情
報が得にくい。

・配給された物が何か
分からない。

・支援者がそばにいな
いと、情報も人のつ
ながりも断たれてし
まう。

・音声による指示や案内を
理解することが難しい。

・周囲とコミュニケー
ションがとれず、孤独
感を抱きやすい。

・文字を理解すること
が苦手な人もいる。

・掲示や配布物を見る
ことが難しい。

・周囲の状況やトイレ等
の場所が分からない。

・尋ねたいことがあっ
ても、相手や居場所
が分からない。

発達障害、精神障害、高次脳機能障害等発達障害、精神障害、高次脳機能障害等

神経難病による運動障害神経難病による運動障害

知的障害知的障害

視覚障害視覚障害 聴覚障害聴覚障害

盲ろう盲ろう 肢体不自由肢体不自由

避難所での困りごと
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ベッドスペースベッドスペース

要配慮者相談窓口要配慮者相談窓口

物資スペース物資スペース

受付受付

出入口出入口

簡易トイレ簡易トイレ

・車いすや白杖を使用する人が安全に通
れるように、130cm（※）以上の十分な通路
幅を確保しましょう。

・通路と居住スペースは、明確に区切りま
しょう。

・見えにくい人が転んだりぶつかったり
しないように、階段や段差、柱等には色
の違いがはっきりしたテープを貼りま
しょう。

・床に物を置かないようにしましょう。

（※）愛知県避難生活支援マニュアルより

停電に備えて、発電機やバッテリーなど
の非常用電源を準備しておきましょう。

・要配慮者専用の受付を設け、配慮が必
要な人が障害の特性についてゆっく
り伝えられる環境を整えましょう。

・ヘルプカードを提示していただくこと
で、支援内容が伝わりやすくなります。

障害のある人や高
齢者が壁づたいに
移動できるように、
室外の出入口の近く
に設置しましょう。

・テレビは常に字幕をオンにしましょう。

・一般的なテレビに加え、アイ・ドラゴン4
があると、手話と字幕の番組「目で聴くテ
レビ」を見ることができます。

プライバシーを確保するため、
パーティションを設置しましょう。

受付・相談窓口受付・相談窓口 トイレトイレ

通路通路

テレビテレビ

電源確保電源確保

居住スペース居住スペース

避難所における環境づくりの例
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ゴミスペースゴミスペース

補助犬スペース補助犬スペース

補助犬使用者等の居住スペース補助犬使用者等の居住スペース

掲示板・伝言板掲示板・伝言板

居住スペース居住スペース

静養室静養室

・視覚障害のある人へ適宜情報を伝えま
しょう。

・最新の情報は、出入口など見やすい場所
に掲示しましょう。

・放送内容は文字にして、できるだけイラ
ストや写真、図を使いましょう。

・炊き出し等の案内は、音声だけでなく掲
示やプラカードも使いましょう。光の点
滅による案内も分かりやすいです。

・「利用が困難」ではなく、「使えない」など、
短くわかりやすい表現を使いましょう。

・方向を伝えるときは、「あっち」「こっち」
などの抽象的な言葉でなく、「右斜め前
(2時の方向)」など、具体的に伝えましょう。

・身振りも交え、ゆっくり、はっきり、優し
く話しましょう。

・外からの音や光をできるだけ遮り、感覚に敏
感な人や不安のある人が、気持ちを落ち着か
せるためのスペースです。

・静養室や空き教室の活用、防音の工夫が有効
です。

・運営本部では、筆談具（サインペンや紙）
や、文字盤、災害用コミュニケーション
ボードを用意しましょう。

・視覚障害のある人への配慮として、よく
使う場所や物に、輪ゴムやテープなど触っ
て分かる印をつけましょう。印の位置は当
事者の意見を聞きながら決めましょう。

・障害者（支援用）バンダナ・スカーフ、ビブ
スの配布も効果的です。

・音声認識アプリの活用も有効です。

伝え方伝え方

案内案内

コミュニケーションツールコミュニケーションツール

カームダウン・クールダウンスペースカームダウン・クールダウンスペース

障害の特性を理解し、その人に合った
環境づくりとコミュニケーション方法
で支援を行いましょう。
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愛知県　コミュニケーション支援アプリ

聞こえが不自由
なことを表すと
同時に、聞こえ
ない人・聞こえ
にくい人への配
慮を表すマーク
です。

避難所等において、コミュ
ニケーション等の支援を
必要とする人が、周囲に
そのことを伝えるために
着用するものです。

スマートフォンやタブレットで文字やイラストを指し示すことに
より、情報を伝えることができます。

ひとりも取り残さない防災の取組を「インクルーシブ防
災」といいます。
避難所の運営では、これまで紹介してきた事例も参考に
しながら、障害の特性やコミュニケーション方法を理解し、
障害のある人の意見を取り入れて、必要な配慮をみんな
で考えることが大切です。

配慮や支援が必要な方が、
困ったときに周囲へ支援
を求めるための目印です。
裏面には、緊急連絡先や
必要な支援内容などを記
載します。

配慮してほしい
内容をスマート
フォンやヘルプ
マークなどに貼っ
て使用するシー
ルです。

コミュニケーション支援アプリ

耳マーク 防災バンダナ（あま市）

ヘルプカード ヘルプシール（春日井市）

インクルーシブ防災インクルーシブ防災インクルーシブ防災

障害に関するマークやアイテム



6

手話動画は
こちら

手話動画は
こちら

折り曲げた右手の
指先を左胸にあてて
から右胸にあてる

右手で「Ｗ」と「Ｃ」の
形を示す

左親指を立て、その背
を右手の平で前に押し
出すように2回たたく

右手こぶしで胸をこ
する仕草をする

5本の右手指を折り曲
げ、震わせる

手の平を上に向けた
左手から、2本の右手
指を口へ運ぶ

5本の右手指を折り曲
げ、指先で胸をたたく

右手の指先を左に向
け、手の平を上に向け
たまま斜め右下へ引く

右手の平で、胸をなで
下ろす

右手の指先で右胸脇
をはらい上げる

大丈夫大丈夫 トイレトイレ

手伝う手伝う お風呂お風呂

痛い痛い 食事食事

危ない危ない 水水

分かる分かる

分からない分からない

手話の紹介
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災害用コミュニケーション支援ボード




